
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て
市
長
の
考
え

を
伺
う
。

質
問
一

地
方
負
担
分
に
つ
い
て
。

二

上
田
県
知
事
の
事
務
費
等
の
予
算

計
上
拒
否
の
考
え
方
に
つ
い
て
。

三

今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

国
の
制
度
と
し
て

全
額
国
費
で
支
給
す
る
こ
と
が
基
本
で

あ
る
と
考
え
、
数
回
に
わ
た
り
制
度
の

見
直
し
を
国
に
求
め
た
。

地
方
負
担
を
拒
否
し
全
額
国
費
で
計

上
す
る
こ
と
を
検
討
し
た
が
、
熟
慮
を

重
ね
た
結
果
、
苦
渋
の
決
断
と
し
て
市

負
担
を
予
算
計
上
し
た
。

地
方
負
担
の
根
拠
が
児
童
手
当
法
の

た
め
、
結
果
的
に
市
負
担
分
が
発
生
す

る
こ
と
な
ど
が
理
由
で
あ
る
。

二

県
は
、
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
事

務
の
返
上
の
姿
勢
を
示
し
た
。
市
町
村

や
住
民
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め

て
の
国
に
対
す
る
抗
議
で
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。

三

国
は
、
今
年
度
、
暫
定
的
に
地
方

負
担
を
求
め
た
が
、
地
方
に
一
切
の
事

前
協
議
も
な
い
ま
ま
来
年
度
も
地
方
負

担
を
求
め
て
き
た
。
手
当
の
も
と
と
な

る
恒
久
財
源
の
提
示
な
ど
、
抜
本
的
な

見
直
し
を
国
に
求
め
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

公
共
施
設
の
予
約
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て

二

必
修
化
さ
れ
る
小
学
校
英
語
に
つ

い
て

質
問
一

農
地
法
の
改
正
に
よ
る
鶴
ヶ

島
農
業
へ
の
影
響
は
。

二

鶴
ヶ
島
の
食
料
自
給
率
の
現
状
と

目
標
は
。

三

鶴
ヶ
島
の
農
業
従
事
者
の
年
間
農

業
収
入
は
。

四

統
計
数
字
の
発
表
が
少
な
い
が
。

五

地
産
地
消
の
実
態
は
。

答
弁
一
（
農
業
委
員
会
会
長
）

一
団

の
農
地
が
少
な
く
、
一
般
法
人
の
進
出

に
至
っ
て
い
な
い
。

二
（
市
長
）

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
約

１
㌫
、
市
の
農
業
規
模
か
ら
し
て
目
標

設
定
は
難
し
い
。

三
（
農
業
委
員
会
会
長
）

２
０
１
０

年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
速
報
値
に
よ
る
と
、

農
産
物
販
売
農
家
戸
数
は
１
４
６
戸
で
、

農
産
物
販
売
金
額
が
１
０
０
０
万
円
以

上
が
８
戸
、
２
０
０
万
円
か
ら
１
０
０

０
万
円
未
満
が
３１
戸
、
他
は
２
０
０
万

円
未
満
で
あ
る
。

四
（
市
長
）

作
付
面
積
の
減
少
、
生

産
額
の
減
少
に
よ
り
公
表
を
見
送
っ
て

き
た
が
、
今
後
は
公
表
す
る
。

五

い
る
ま
野
農
業
協
同
組
合
鶴
ヶ
島

農
産
物
直
売
セ
ン
タ
ー
と
カ
イ
ン
ズ
ホ

ー
ム
鶴
ヶ
島
店
の
２
か
所
の
販
売
所
で

市
内
の
地
場
農
産
物
を
販
売
し
て
い
る
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
保
育
所
で
食
材

の
一
部
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

地
デ
ジ
対
応
に
つ

い
て

金泉婦貴子 議員

子ども手当についての考えは

抜本的な見直しを国に求める

大
切
な
鶴
ヶ
島
の
農
業
を
ど
う
す
る

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
避
け
て
通
れ
な
い
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